
































































































































耕次郎は文久 3 年（1863）に生まれ、大正 6 年
(1917) 54 歳で亡くなりました。本館建築の年明












時の小学校は尋常科 4 年、高等科 2 年制ですから
12 哉でした。 3 歳年上の花田工務店の創業者花田










































影されたものです。地下 1 階、地上 5 階、エレベー
ター付の豊橋最初の鉄筋コンクリートの高層ビル
でした。弥之助の息子申ーの父親評は「無鉄砲で
オッチョコチョイ J でした。初めてが好き、洋風
が好き、さらに無鉄砲とオッッチョコチョイがー
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気に噴出し、豊橋で俺がやらなきゃ誰がやるとば
かりに、大企業の清水組に競り勝って落札したが、
知識・技術・経験いずれも不足の仕事で、結局大
きな負債を作って豊橋の業界からの撤退を余儀な
くさせられました（昭和 3 年）。
申ーは弥之助の跡を継がず、物理学者になっ
てしまい、一人っ子でしたから兵藤組、兵藤工務
店は耕次郎と弥之助の二代で終わってしまいまし
た。しかし数年を経たないで、公会堂をはじめと
し新川小学校など大型の鉄筋コンクリートの建物
完成が見られることは、兵藤工務店の額ピル挑戦
が豊橋の近代建築の発展に少しは貢献したのでは
ないかと思います。そして豊橋の建築界の近代化
の原点はこの本館であったと言えると思っていま
す。
15 分という約束で、まとめてきましたので、こ
れで耕次郎・弥之助、 2 代の棟梁の訴を終わらせ
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ていただきます。どうもありがとうございました。
［司会］ どうも木全さんありがとうございまし
た。兵藤耕次郎さんの宮大工時代のことを踏まえ
まして、今の大学記念館は当時の言葉で言えばハ
イカラということで、イギリス風・ドイツ風・イ
タリア風のモダンな建物た、ったという、貴重なお
話をありがとうございました。本日お話しいただ
いた殿岡さんと木全さんに、改めて拍手をさせて
いただきたいと思います。どうもありがとうござ
いました。それでは講演会はこれで終了させてい
ただきまして、これから l 階で交歓会に入りたい
と思います。交歓会の席でまた今の殿岡さんのお
話、あるいは木全さんのお話等を踏まえながら楽
しく過ごしていきたいと思います。それでは 1 階
のほうに移動していただきます。よろしくお願い
いたします。
